
第９回 八戸市生活支援体制整備推進協議会 

 

令和元年 11月 19日（火） 14時 00分～ 

八戸市庁本館 ３階 議会第二委員会室 

 

次第 

 

１ 開会 

 

２ 報告案件 

（今年度の取組内容について） 

案件１ いきがい・助け合いサミット in大阪参加報告について 

案件２ 八戸市日常生活支援事業（訪問型サービスＡ）の実施状況について 

案件３ 地区ワークショップ及び地域密着ワークショップの実施状況について 

案件４ ごみ捨て支援について 

 

３ その他 

 

４ 閉会 

 



いきがい・助け合いサミット in大阪参加報告について 

 

１ サミットの概要 

 テーマ：共生社会をつくる地域包括ケア ～生活を支え合う仕組みと実践～ 

 主催 ：さわやか福祉財団 

 日時 ：令和元年９月９日（月）～10日（火） 

 会場 ：大阪府国際会議場 

 参加者：約 3,300名（当初 2,000名想定） 

 

２ サミットの状況 

９月９日（月） 

日時 プログラム 説明 

 13：00 

 13：10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 15：30 

 

 

 18：30 

 

開会 

全体シンポジウム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１パネル 

 

 

大交流会 

 

 

パネリスト 

原 勝則氏（元厚労省老健局長） 

 宮本 太郎氏（中央大学法学部教授） 

 袖井 孝子氏（お茶の水女子大学名誉教授） 

 蒲原 基通氏（前厚労省）事務次官 

進行役 

 堀田 力氏（さわかや福祉財団会長） 

 

それぞれの立場から新地域支援事業、地域共生社会、支え合

うコミュニティ、地域包括ケアの必要性について説明あり。 

 

全 16分科会あり。市職は分科会８「共生型常設型居場所をど

う広げるか」に参加。 
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９月 10日（火） 

日時 プログラム 説明 

９：00 

 

 

11：30 

 

 

 

 

12：30 

 

 

14：50 

 

15：50 

第２パネル 

 

 

ポスターセッション 

 

 

 

 

第３パネル 

 

 

全体発表会 

 

閉会 

全 14分科会あり。市職は分科会 29「認定介護福祉士が地域の

連携強化に果たす役割」に参加。 

 

全 134 発表あり。滋賀県、愛知県、岩手県、青森県など県内

外の来場者から声をかけられた。多かった質問は「大学の協

力をどうやって得たのか」「社会福祉法人との交渉はどうやっ

たのか（スムーズだったのか）」であった。 

 

全 24分科会あり。市職は分科会 52「在宅における介護人材の

確保をどうするか」に参加。 

 

各分科会での提言事項を共有 

 



八戸市日常生活支援事業（訪問型サービスＡ）の実施状況について 

 

 令和元年７月１日から開始した日常生活支援事業において、支援を開始したため状況を報告します。 

 

１ 支援状況 

 利用者Ａ  ○ 訪問支援員が利用者Ａ宅を訪問して家事

援助を実施。 

○ ２人の訪問支援員が交代で対応している。 

○ 今のところ大きなトラブルは無い。 

性別 男性  

年齢 70歳代  

居住形態 ひとり暮らし  

支援時間 １回 45分  

支援頻度 週２回  

支援内容 
家事援助 

（掃除、調理） 
 

支援開始 10月初旬  

相談経路 高齢者支援センター  

 

 

２ 支援実施に向けた対応の流れ  

  高齢福祉課が、ケアマネジメントを実施する高齢者支援センターと八戸市シルバー人材センターの

仲立ちをする形で準備を進めた。事業が軌道にのってきたら、徐々に高齢福祉課の関与を弱め、関係

機関が直接スピーディにやり取りをする体制にしていく。 

 

（利用者Ａの場合） 

 ・ 高齢者支援センターから高齢福祉課に利用相談 

 ・ 高齢福祉課から八戸市シルバー人材センターに概要を伝え対応可否の判断を依頼 

 ・ 八戸市シルバー人材センターから高齢福祉課に「対応可」との返答 

 ・ 高齢福祉課から高齢者支援センターに「対応可」と伝え、利用者Ａの最終的な意思の確認を依頼 

 ・ 高齢者支援センターが利用者Ａ及び家族に会い利用意思を再確認 

 ・ 高齢者支援センター、八戸市シルバー人材センター、高齢福祉課が、利用者Ａ宅を訪問し契約 

 ・ 高齢者支援センターがサービス担当者会議を開催し支援計画が確定 

・ 10月初旬、支援開始 

 

 

３ 今後 

 ・ 事業が軌道にのるまでは、八戸市シルバー人材センター、高齢者支援センター、高齢福祉課の緊

密な連携のもと、事業の着実な実施に努める。 

 ・ 訪問支援員 15名のうち２名が支援に従事している。人数にはまだ余裕はあるが、訪問支援員が不

足しないよう、訪問支援員養成研修の再実施等を適宜判断する。 

資料２ 



地区ワークショップ及び地域密着ワークショップの実施状況について 

 

１ 地区ワークショップ 

 開催日時 開催場所 対象地区（担当センター） 参加者 

第 

1 

回 

令和元年 11月 17日(日) 

13時 30分～16時 

市庁別館 

2 階会議室

B・C 

白銀南・鮫・南浜（瑞光園） 

白銀・湊（えがお） 

市川・根岸（寿楽荘） 

南郷（ゆとり） 

住民 30名 

学生 17名 

第 

2 

回 

令和元年 12月 14日(土) 

13時 30分～16時 

同上 大館・東（福寿草） 

是川・中居林（修光園） 

下長・上長（はくじゅ） 

田面木・館・豊崎（やくら） 

 

第 

3 

回 

令和 2年 2月 8日(土) 

13時 30分～16時 

同上 長者・白山台（ちょうじゃの森） 

小中野・江陽（アクティブ 24） 

三八城・根城（みやぎ） 

柏崎・吹上（八戸市医師会） 

 

 

 

２ 地域密着ワークショップ 

 開催日時 開催場所 対象地区（担当センター） 参加者 

第 

1 

回 

令和元年 11月 18日(月) 

13時 30分～15時 

内 舟 渡 町

内集会所 

内舟渡町内（はくじゅ） 住民５名 

学生６名 

第 

2 

回 

令和元年 12月 16日(月) 

13時 30分～15時 

〃 〃  
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